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陽だまり

まつきよコラムまつきよコラム

　さる２月21日に投開票があった大分市議選、過去最高の立候補者

58名が定数44名を争う激戦となり、新人議員７名が選出されて３月

10日から新しい任期がスタートしました。

　今回の選挙は、新型コロナウイルス感染症が蔓延する中で行わ

れ、当初、マスコミなどの見方では大幅に投票率が低下するのでは

ないか、と言われていました。最終的な投票率は、46.18％となり、

前回を２ポイント下回る結果となりました。15名の新人立候補で関心を集め、コロナ禍での投票

率マイナス２ポイントに止めたのか、とも思われます。

　大分市議会では、昨年投票率低下に危機感を持ち、歯止めをかけ、投票率向上を図ることを目的と

した提言を執行部に行うとともに、国に対して投票方法の改善などの意見書を提出していました。

　その一つが期日前投票所の多くの外来者が見込まれる施設での開設でしたが、今回は投票管理

などの理由により、ホルトホール大分のエントランスホール１ヵ所での開設となりました。市選

管によるとホルトホール大分の期日前投票者数は３日間で4,860人、全体の約７％の方が利用した

そうですから、一定の効果があったものと思われます。

　とは言え、過去最低の投票率であったことは事実であり、私たち議員、議会として今回の結果を

分析、評価し、今後の投票率向上に努めなければならないと思います。そのためには何より二元代

表制として市民の負託にしっかり応えること、そして、各級議員が有権者の皆さんから信頼される

こと、などを意識して行動することが必要だと考えます。このため、私も改めて、その自覚の下研

鑽を積むこと、そして市民目線、市民感覚を大事にして議員活動に取り組んでいきたいと思います。

　また、議会最終日に監査委員の選任があり、私と同期の仲家議員が監査委員として承認され、

同日、佐藤市長から辞令を受領しました。大分市が実施する事業や補助金、事務等が適切にかつ

効果的に行われているか、また、その妥当性、必要性などについて、議員、議会の立場から、ま

た、行政経験等を活かして、監査業務を全うしていこうと思います。

▲子ども病院
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第１回定例市議会の報告
　今議会は改選後初めてのため、議長等のほか、

各常任委員会や特別委員会の委員構成及び委員長

等の選任がありました。提出議案は当初予算案の

外、国民健康保険条例の一部改正などの一般議案

や人事議案など計69件となり、一部反対意見があ

りましたが、すべて承認されました。主な議案の

審議結果等については、別掲の「絆」をご覧くだ

さい。常任委員会では、12年ぶりに「厚生常任委

員会」に、特別委員会は「総合交通対策特別委員

会」に所属することとなりましたので、委員会等

の活動報告を行います。

【厚生常任委員会】

　本常任委員会は、福祉保健部と子どもすこやか

部が所管で、両部とも新型コロナ感染症対策や高

齢者・障がい者福祉、子どもの育成支援など、市

民生活やいのちと健康に関わる重要な案件を担当

しているだけに、しっかり審議し、時には提言、

提案など行っていこうと思います。

　今議会では、本会議で付託された予算議案５件、

一般議案 26 件、請願２件、陳情１件などについ

ての審査を行い、予算議案等については、一部反

対意見がありましたが承認することとし、請願、

陳情はいずれも継続審査とすることとしました。

　議案の一例として、介護保険特別会計予算案と

介護保険条例の一部改正、関連する請願２件につ

いての審査内容等を紹介します。これは３年に一

度、介護サービスや報酬改定等を見込んで保険料

率を見直しを行うもので、一般財源からの繰り入

れなどについて、その妥当性などの審査を行った

ものです。被保険者 ( 市民 ) にとって保険料の負

担が軽いほうがいいとは思いますが、今後の高齢



　

《市民相談》をお受けします
行政に関することなど何でも結構です。

ご相談は「松下清高」まで
連絡先：電話　５４５−３４３８

Email:kiyo-hidamari@amail.plala.or.jp

しています。今後とも、本策定委員会の動向を注

視しながら、私も関係機関等との意見・情報交換

を行い、それら参考として、「子どもの最善の利益

のために」委員会等で意見反映、提言などを行っ

ていくつもりです。

◎それぞれの旅立ち

　児童養護施設「森の木」では、３月末をもって

２名が高校を、１名が中学を、そして４名が小学

校を卒業、卒園しました。特に高校を卒業した皆

さんは、進学や就職などで、森の木を退所して、

自活、自立していかなければなりません。卒園式

は、３月13日に行われたものの、コロナ感染防

止のため、来賓の出席は自粛してのものでした

が、卒園する○名の方たちには、それぞれの夢や

希望の実現に向けて心からエールを送ります。

　また、民間学童保育「あすらん」でも中学校に

進学するため、８名が学童保育を卒業することか

ら、あすらんとしての卒業式が行われました。あ

すらんには市内各地から通っているため、中学校

はそれぞれとなります。卒業する皆さんに、あす

らんでの学びや遊び、様々な習い事、体験を通じ

て自立心や社会性を培ったことを活かして、中学

校生活を楽しみ、それぞれの夢と希望が達成でき

るようメッセージとして送らせていただきました。

　あすらんとは、昨年のコロナ感染防止対策など

で相談を受けて以来、時々お邪魔してご意見や情

報などいただいています。あすらんでは、フリー

スクールも行っていますが、学校との関係、先生

方の理解などの課題もあるとのことで、前任期最

後の議会で一般質問で問題提起と課題解決の取組

を要望させていただきました。

【活動報告】

◎児童虐待防止対策を強化するための
　　　　　　　　　　　　基本計画策定について

　大分市では、2019年度に「大分市における児

童相談所設置に関する提言書」をまとめ、2020

年度から「基本計画策定委員会」を設置し、議

論を重ねています。児童相談所の設置は、中核市

では必置ではありませんが、千葉県などの痛まし

く、残念な事件を受け、国は積極的に進めようと

しています。策定委員会では、他市の状況や児相

設置の必要性、メリット、デメリットなどの議論

を行っており、今年度中の計画策定を目指してい

ます。

　私は、当初から本件の動向を注視しており、中

核市で先行して設置運営している横須賀市の児相

を視察したり、県中央児童相談所や児童養護施設

などとの意見交換を行ってきて、それらの意見な

どを前任期の特別委員会等でも質問、提案などで

反映してきました。

　私は、本市での児相設置の必要性はあると考え

ていますが、児相運営上のマンパワーやスキル等

の確保などの人的問題に加え、一時保護を行う場

合などの施設面等ハード面の問題、大分県、県児

相との連携、役割分担など解決すべき課題は山積
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者の増加を考えると、介護サービス量は増加する

こと、施設職員の確保のため一定の報酬改定が必

要であること、一方で一般財源の繰り入れには限

度があることなども理解できることから、予算案

と条例について承認することとしました。

　また、大分子ども病院が準備を進めている「大

分市コロナワクチン接種センター」の視察を行い

ました。これは、大分市ではコロナワクチン接種

は、かかりつけ医での接種を基本としていますが、

医療機関等での集団接種や接種センターでの実施

も検討している一環です。説明では、安全かつ効

率的多様なニーズ ( 時間等 ) に応え、アナフィラ

キシー対応を備え、同時にドライブスルー方式で

の接種も検討しているとのことで、スムーズな接

種準備が進められていることが理解でき、一刻も

早い接種開始により、新型コロナ感染症の感染抑

制と収束を期待したいものです。

【総合交通対策特別委員会】

　本特別委員会は、交通体系や公共交通及び交通

安全対策に関する事項を所管しています。周辺部

の人口減少に伴う路線バスの廃止だけでなく、利

用者の減少による減便などに加え、JR の駅無人

化問題など、地域公共交通をどのように確保して

いくのかが問われています。委員会では、グリー

ンスローモビリティ実験運行事業」ついてなどの

報告がありました。本事業は、低炭素型ビリティ

( グリーンスローモビリティ ) の特性を活かし、過

疎地域における移動手段の確保、ドライバー不足

への対応など、地域公共交通が抱える課題解決に

向け、自動運転車両の活用調査等を目的として、

野津原道の駅と稙田地域を結ぶ実験運行を行って

いるものです。2020 年６月から実験運行を開始

しており、佐賀関地域での実験運行と今年度新た

に１台購入して周辺地域での実験を予定します。

　野津原地域での実験運行の検証結果が出ていな

い中での新規購入について疑問がある指摘しまし

たが、予算自体は認められましたので、今後とも

ニーズ把握と利便性、費用対効果などについて、

監視、評価を行って行きたいと思います。
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代表質問 甲斐高之議員
甲斐高之議員が会派を代表して財政
や市政全般に亘って質問をしました。

市議会通信　53号 2021年３月議会報告

絆
住　所・大分市荷揚町2番31号

発行元・大分市議会社会民主クラブ
きずな

３月議会 改選後の初の議会

　改選後、初めての議会が開催されました。我が会派のメン

バー８人は変わりませんでしたが、議員の役職や所属委員会

などの変更がありました。

　３月議会は、２０２１年度の当初予算の審議が主な内容で

すが、詳細は下記の通りです。

　ここ数年間は、当初予算が増額され続けましたが、今回は前年度より減額されました。

それは市税収入減などコロナ禍の影響と考えられます。 主な予算は下記の通りです。

◎避難所の感染症対策事業・・・・・・・・・・・２００万円

　重症化しやすい感染者などの避難所としてホテル等を活用し、指定避難所内での感　

染拡大を防止します。

◎各種施設の感染症対策改修や保健衛生用品購入の補助・２億７,５８０万円

　障がい者施設や児童福祉施設（保育所等）で感染症対応し、運営の継続確保のため、

各種補助や感染症対策物品（アルコール等）の購入をします。

◎無料検診事業・・・・・・・・・・・４,１００万円

　がん検診を無料にし、受診者数増を図る。一方、集団検診を完全予約制とします。

◎公共交通継続支援補助金・・１,８７０万円（1台につきバス5万円、タクシー1万円）

　感染症でバスやタクシー事業者の経営が悪化し、公共交通維持のための補助金です。

◎津波緊急避難施設整備事業・・・・１,８７０万円

　高い津波避難ビル等がない家島地区に、緊急避難できる

施設（命山）を整備します。

◎貸切バス・フェリーによる

　　旅行商品造成支援補助金・・・・１,３００万円（１泊２千円等）

　感染症で影響受けている貸切バスやフェリーを利用した旅行者に補助します。

◎教育支援体制のさらなる充実・・・・・・２億９,６８０万円

　特別支援補助教員を５名増の計１３１名、スクールライフサポーター３名増の計７名

とします。（スクールライフサポーター・・不登校傾向にある子どもに学習支援・自立支援を行います。）

◎新環境センター整備事業・１億２,９００万円（今年度の環境調査、業者選定などの事業費）

　現在の佐野・福宗清掃工場の老朽化に伴い、新しい環境センターを整備します。

　センターは大分、由布、竹田、臼杵、豊後大野、津久見の６市で共同整備します。

予 算 �一般会計・・前年度より減額　１８６５億８千万円予 算

「命山」予定地
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　〈我が会派から提出したが採択されなかったもの〉

◎新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に関する迅速な情報公開等を求

める意見書

　感染症のワクチン接種に関する副反応等の情報について迅速な公開を求めるものです。

◎ユニバーサル社会の実現をめざし鉄道事業者に対する支援の充実を求める意見書

　全ての駅のバリアフリー化や人員配置等での財政支援をすることを求めるものです。

◎児童手当特例給付一部削減の見直しと子ども・子育て関係予算のさらなる

拡充を求める意見書

　児童手当の特例給付で高収入の世帯を外すという事を見直し、全ての子に給付すること

を求めるものです。

意 見 書 今回は、採択された意見書はありませんでした。

◎そのほか下記の予算が承認されました。（主なものをお知らせします。）
◇（仮称）大在東小学校施設整備事業（４７億２,２００万円）

◇未来自分創造資金（２,１００万円（定員３０名増の計１００名）

◇今市石畳憩いの広場整備事業（３,０００万円）

◇関崎遊歩道整備事業（１,８００万円）

◇自動水栓整備事業（保育所・幼稚園

　・小中学校の手洗い場）（２億５,６００万円）

◎新型コロナウイルス感染症対応事業資金調達支援基金条例の制定

　感染症の影響を受けた事業者が受けた融資の利子補給に交付金を基金に積立てるため

の条例です。

◎介護保険条例の一部改正（介護保険料の改正）

　３年ごとに見直す介護保険料を、今回は基準額で年額２４００円（月２００円）ほど

の値上げします。（世帯収入で違う）

◎市いじめ問題第三者調査委員会条例と市いじめ問題再調査委員会条例の一部改正

　いじめ問題が同時期に複数発生した時などのために委員を各５名増員し体制を強化します。

◎障がい者施設・介護施設における基準を定める条例の一部改正

　介護など上記各施設の基準を定める法の改正に基づき、市条例を改正します。

一 般 議 案 「石畳憩いの広場」予定地

日小田　良　二
安 東 房 吉
髙 野 博 幸
宮 邉 和 弘
松 下 清 高
帆 秋 誠 悟
甲 斐 高 之
馬見塚　　　剛

議会運営委員会　総務常任委員会　総合交通対策特別委員会
建設常任委員会副委員長　子ども育成・行政改革推進特別委員会
議会運営委員会副委員長　経済環境常任委員会　子ども育成行政改革推進特別委員会　広報委員会副委員長
文教常任委員会委員長　地域活性化対策特別委員会　議会活性化推進会議副会長
厚生常任委員会　総合交通対策特別委員会
総務常任委員会副委員長　地域活性化対策特別委員会
文教常任委員会　総合交通対策特別委員会　議会活性化推進会議
厚生常任委員会　地域活性化対策特別委員会

各議員の所属　　改選後、所属委員会などが変更になりました。


